
                                                                                【別紙３】 

評価基準 Ａ：十分に達成できた。 Ｂ：概ね達成できた。 Ｃ：やや不十分であった。 Ｄ：達成できなかった。 

令和３年度 県立古河中等教育学校自己評価表 

№１ 

 

目指す学校像 

 

〇６年間の継続的・計画的な教育活動を通じて、一人一人に高い志をもたせ、その実現に向けて知性と人間性を育む。 

〇科学教育や国際教育を推進し、体験的・探究的な学習活動の展開により、国内外で活躍するための科学的思考力や表現力を培う。  

〇異年齢交流を重視した学校行事や部活動、トップリーダーとの交流、ボランティア活動などを通じて、社会に貢献するリーダーとしての資質を磨く。 

昨年度の成果と課題 重点項目 重点目標 達成状況 

○昨年度は新型コロナ感染症流行等の影響を受け、多くの事業が

中止となってしまったが、可能なものは工夫して実施すること

ができた。プロジェクトの更なる発展や進化に向けて、新たな

展望を協議しながら、より一層の充実を図る。 

Σソフィア・プロジェクト

の推進 

①Σアカデミア(弛まぬ学ぶ力・自ら学ぶ姿勢の育成)、Σコミュニケーション

(発信力・コミュニケーション能力の育成)、Σサイエンス(科学的思考力の

育成)及び学校行事、各授業と連携しΣソフィア・プロジェクト(探究活動)

を計画的に実施する。 

Ａ 

○昨年度は新型コロナ感染症流行等の影響により、学校公開や文

化祭等が中止となってしまった。開催方法の工夫やホームペー

ジ、学校紹介動画を利用して、広報活動を継続していく必要が

ある。 

開かれた学校づくりと広報

活動の充実 

②本校の特色ある教育活動及び教育活動全般について、ホームページや各種た

より等で保護者や地域の方々に順次発信する。 

③感染症流行等の状況を的確に判断し、学校説明会や学校公開等の実施を図

る。 

Ｂ 

○学力の育成については概ね達成できた。今年度は、生徒がより

自主的・主体的な取り組みとなるよう研究し、授業力のさらな

る向上を図る。また、ＩＣＴを活用した授業を展開するととも

に、少人数指導やティーム・ティーチング等の授業形態を工夫

し、生徒の能力に応じた学習指導や支援の充実を図る。 

高い学力の育成と探究的な

学習の確立 

④アクティブ・ラーニング型の授業やＩＣＴを活用した授業を展開するととも

に、少人数指導、ティーム・ティーチング等の授業形態の工夫により、生徒

がより自主的・主体的に取り組む学習指導、及び思考力・判断力・表現力の

育成を重視した学習指導を展開する。また、生徒の能力に合わせた学習支援

の場を設定し、個に応じた学習指導を行う。 

Ｂ 

○基本的生活習慣を定着させることができた。今後さらに生徒が

安心して学校生活を送れるように規範意識を高めるとともに、

スクールカウンセラーや保護者、関係機関等との連携を密にし

て、教育相談体制の充実を図る。 

生徒指導と教育相談体制の

充実 

⑤基本的な生活習慣を定着させるとともに、多くの体験活動を通して豊かな心

の育成を図る。 

⑥スクールカウンセラーや担任等との面談や相談を組織的・計画的に実施し、

生徒の｢心の悩み｣に対する支援を積極的に行い、生徒が安心して学校生活を

送れるよう、教育相談体制の充実を図る。 

⑦学校環境衛生及び学校安全管理の維持向上を図る。 

Ｂ 

○キャリア教育の系統的・段階的指導計画に基づき、生徒の成長

段階に合わせた情報提供やプログラムを行うことができた。ま

た、学習と探究活動の充実や手帳活用により、キャリアプラン

ニング能力や自己管理能力の伸長を促せた。さらに、模試や各

種テスト等を生徒自身が分析し課題解決を図る機会を増やし

たり、個々の生徒の把握に努める機会を設けたりして、指導の

充実を図る。 

キャリア教育の推進 
⑧学習と探究活動の系統的指導を通して、将来を見据えたキャリアプランニン

グ能力の育成を図る。 

⑨課題を発見する力や自己管理能力の伸長を促し、生徒一人一人の目標実現に

向けたキャリア教育を行う。 

⑩キャリア・パスポートを活用し、学びを振り返りながら、新たな学習や生活

への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を促す。 

Ｂ 

○昨年度のストレスチェックを分析すると、当該部署の仕事のコ

ントロール度が全国平均より少し高いことを示した。役割の分

担や行事の精選を検討し、効率的かつ効果的な教育活動の実践

を図る。 

働き方改革 ⑪教育目標達成のための共通理解と情報共有をし、仕事の分担や行事等の具体

的見直しをより一層図る。 

⑫積極的に勤務時間の削減を図り、職員が休暇等を消化しやすい環境整備に努

める。 

Ｂ 



                                                                                【別紙３】 

評価基準 Ａ：十分に達成できた。 Ｂ：概ね達成できた。 Ｃ：やや不十分であった。 Ｄ：達成できなかった。 

 

№２ 

目指す学校像 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題  

（
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
） 

 

「三
つ
の
方
針
」 

「育成を目指す資質・能力に関する

方針」 

（グラデュエーション・ポリシー） 

豊かな心（寛容の精神、謙虚さ、思いやり）と確かな学力を兼ね備えた次代のリーダーの育成 
○６年間の継続的・計画的な教育活動を通じて、一人一人が高い志をもち、その実

現に向けて知性と人間性を育む。 
○科学教育や国際交流、医学分野等の教育活動を通じて、体験的・探究的な学習の

展開により、国内外で活躍するための科学的思考力や表現力を培う。 
○異年齢交流を重視した学校行事や部活動、トップリーダーとの交流、ボランティ

ア活動などを通じて、社会に貢献するリーダーとしての資質を磨く。 

Ｂ 

Ｂ 

○教育目標の達成に向けて、６年間を見通

した各プロジェクトの改善やさらなる工

夫を重ねていくとともに、生徒一人一人

への細部にわたる支援体制の強化や整備

に努める。 

「教育課程の編成及び実施に関する

方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

○Σソフィア・プロジェクトと各種教育活動とを連携させ、体験的・探究的な学習

活動を展開し、科学的思考力や判断力、表現力を培う。 
○６年間の体系的なシラバス作成と学習システムを構築し、生徒一人一人が将来の

夢や目標に向かって自主的・主体的に学習に取り組む態度を育成する。 
○学校行事や部活動、ボランティア活動などを通じて異年齢交流を行い、社会に貢

献するリーダーとしての資質を育成する。 

Ｂ 

○ＰＤＣＡサイクルにより、Σソフィア・プロジェ

クトの探究活動をさらに充実させる。 

○各教科のグランドデザインをもとに、生徒の

学習活動の充実を図る。 

○生徒同士の主体的な活動を通して、互いが

刺激し合える交流活動の充実を図る。 

「入学者の受入れに関する方針」 

（アドミッション・ポリシー） 

○知的好奇心が豊かで、他者と協働して課題を探究しようという意欲のある児童 

○国際的な諸問題や医学に高い関心をもち、社会貢献への意識が高い児童 

○他者との違いを認め合い、お互いに尊重し合うことができる児童 

Ｂ 

○小学生やその保護者の方々から本校に対

する関心が高まるような取組を今後も続けて

いく。 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題 

国語 ○言語感覚を豊かにし、我が国の言語

文化に関わり、国語を尊重してその

能力の向上を図る態度の育成 

○語彙力を向上させるための授業や課題、テスト問題を工夫するとともに、段階的な

漢字検定取得の目安を設ける。                       ④ 

○発達段階に応じた新聞等を含めた多方面の読書の広がりと、文章を読む習慣の一層の充実を図る。④ 

○６年間を見据えた言語事項、古典学習、小論文などの系統的段階的指導の拡充を図る。 ④ 

Ｂ 

Ｂ 

○語彙力の向上につながる言語活動の設定

やテスト問題の工夫に関しては教科内にお

ける情報共有をさらに強化し、継続的に行

っていく必要がある。また、本校での漢字検

定の実施についても検討していく。 

○表現力を高める活動では、評価規準を明確

に示し、生徒が目指すべき姿を意識しなが

ら活動できるよう工夫していく。 

○生徒が主体的に対話する必要性を感じられ

る発問や課題の工夫について教科内での

情報共有に努め、実践に生かしていく。 

○「話す・聞く」、「書く」を中心とした言語

活動を通して、表現力を高める系統

的・段階的指導の充実 

○積極的に表現活動を取り入れ、表現力を高める。                   ④ 

○自分の意見や考えを他に示し、書いたり、話したり、他者の意見を傾聴したりする

場面を横断的に設定する。                                ④ 
Ｂ 

○論理的な思考力や表現力、判断力を

高めるための対話的で深い学びの

授業の工夫 

○段階的にディベートやグループ活動、プレゼンテーション活動を行い、論理的な思

考力や表現力、判断力を高める指導を行う。                       ①④⑨ 

○授業での発問や課題設定をより一層工夫し、生徒が自ら考え、学び、話し合う習慣

をつける。                                ①④⑨ 

Ｂ 

社会 

地歴・公民 

○主体的な学びに繋がる基礎基本の

確実な定着を促す指導の充実 

○視聴覚教材やデジタル教材を活用し、興味関心を高める。          ④ 

○ワークシートや小テストを継続して活用し、基礎基本の定着を図る。     ④ 
Ａ 

Ｂ 

○新課程への移行にあわせ、資料活用能力

や思考力育成のために、発問やテストで

の出題の仕方を改善し、資料から生徒自 

 身が考え、解決できるようにしていく。 

○生徒の実生活やキャリア形成に関連した

授業を行えるようにしていくために、各

分野で現代社会の課題をとらえた授業を

実践していく。 

○社会的な資料活用能力を高める指

導の工夫 

○地図や年表、統計グラフなどの資料を多面的、多角的に読み取らせ、社会的な資料

活用能力を育成する。                          ④ 
Ｂ 

○社会的な思考力、判断力、表現力を

図る指導の工夫 

○社会的事象に対する自分の考えや意見をまとめさせる機会において、思考・判断・

表現する力を高める指導をより一層工夫する。                ④ 

○社会的事象に対する自分の考えや意見を実生活に結び付け、キャリアの形成につな

げることができるよう指導を工夫する。                  ⑨ 

Ｂ 
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評価基準 Ａ：十分に達成できた。 Ｂ：概ね達成できた。 Ｃ：やや不十分であった。 Ｄ：達成できなかった。 

 

№３ 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題 

数学 ○学習意欲を高めるための指導の工

夫 

○ＩＣＴを積極的に活用し、数学的活動を通して数学的な思考力・表現力を身に付け、

原理や法則についての理解を深める。                   ④ 

○学習形態を工夫し、生徒の主体的・協働的な学びの場を設定する。        ④ 

Ｂ 

Ｂ 

○基礎力の養成や発展的な学びの促進を図

るため、ＳＵＴ等を効果的に活用し、個に

応じた学習支援を行う。 

○生徒の主体的な学習や探究的な学びを促

進するような授業の工夫や、教科横断型の

授業展開の研究を行う。 

○ＩＣＴ活用の授業やオンライン授業・課題

配信等の充実を図るため、教科間で事例の

研究や情報の共有を行う。 

○基礎基本の定着を図るとともに応

用力の育成を図る指導の工夫 

○学習内容の理解度や達成度に応じて課題内容の精選や自主学習の推奨を行い、基礎

基本の定着や応用力の育成を図る。                                       ④ 

○小テストや単元テストを通して基礎基本の定着を図るとともに、習熟度に応じた授

業内容や学習形態を工夫し、学習支援の充実を図る。                    ④ 

Ｂ 

○個に応じた指導の充実 ○生徒の学習達成度に応じて、より発展的な学習内容を取り扱い、難関大学受験に対 

 応できる高い学習能力の育成を図る。また、基礎基本の定着を目指した補習をＳＵ 

 Ｔの時間等を利用して行い、個に応じた学習支援を行う。           ④ 

Ｂ 

理科 ○自然の事物・事象に進んで関わる態

度の育成 

○シラバスの学習計画を活用して、見通しをもって授業に取り組ませるとともに、一

人一人の生徒の疑問や気づきを取り上げ、日々の授業に生かす。       ④ 

○SCIENCE NEWS などで最新の科学の話題を提供し、生徒の興味・関心を高める。 ④ 

○校内外での体験的な活動や観察を計画・実施する。             ④ 

Ｂ 

Ｂ 

○次年度も新型コロナウイルスの感染状況 

 を的確に捉え、外部との連携した活動の 

 工夫に取り組む。 

○オンライン授業や分散登校での学習活動

においても、確かな学力の育成に向けての

工夫をさらに図っていく。 

○次年度においても、実施時期や方法を十分

に配慮した上で、前・後期課程ともに実験

を積極的に行っていく。 

○科学的に探究する力の基礎を身に

つける授業の工夫 

○基礎基本の定着のための課題提示や小テスト等を継続的に行う。       ④ 

○予想・考察においてアクティブ・ラーニング型の授業形態を積極的に取り入れると

ともに、大学受験に向けた確かな学力の育成を図る。            ④ 

○感染症流行等の社会状況に応じて、実験を行う時期や方法を十分に配慮する。 ④ 

○実験器具等の充実を図り、実験を多く取り入れた授業を積極的に行う。    ④ 

Ｂ 

音楽 ○創意工夫を生かした音楽表現に必

要な技能を高める指導の工夫 

○学習カードを活用し、生徒が目標を明確に把握しながら音楽表現の技能や表現力を

高めていけるよう工夫する。                            ④ 

○アンサンブルや合唱等の活動を通して、試行錯誤しながら音楽表現を創意工夫する

とともに、質の高い「思考力・判断力・表現力」を育成する。             ④ 

Ｂ 

Ｂ 

○他者との協働を意識した知識・技能の習

得については実現できた。音楽表現に対

する積極性や主体性については、より具

体的な方策を生み出し、成果を上げる必

要がある。 

○表現の領域において、我が国の伝統音楽 

 に関わる実技指導が少ないのが現状であ

るため、楽器の整備等の工夫を図る。 

○他者と協働しながら主体的に学習

に取り組む態度の育成 

○個の活動からグループ活動へと発展させる過程を意識し、他者と交流しながら主体

的に音楽表現を生み出していける力を養う。                          ④ Ａ 

○音楽文化と豊かに関わる資質・能

力の育成 

○我が国の伝統音楽や世界の様々な音楽に触れ、異なる文化的・歴史的背景に目を向

けながら音楽の良さや美しさを味わえるようにする。                         ④ 
Ｂ 

美術 ○年間を通して様々な分野を学べる

主体的な授業の工夫 

〇前期課程において、基本的な道具の扱い方や技法を習得させ、自らの表現に生かせ

 るような題材設定を行う。また、後期課程ではより実践的な内容を扱い、専門的な

 知識や技術の習得を図る。                                   ④ 

○生徒同士の学び合いの活動を通して、生徒が自主的・主体的に制作活動や他の作品

 の鑑賞を行い、様々な分野における発想・構想の能力の向上を図る。        ④ 

Ｂ 

Ｂ 

〇絵画、デザイン、立体など、様々な分野

を授業に取り入れることで、生徒が創造

する喜びを経験できるようにする。 

〇オンラインやＩＣＴを用いた題材や鑑賞

を視野に入れ、生徒の学びに幅をもたせ

る。 

〇生徒の発達段階に応じた題材や指導を行

う。 

○自然美や美術作品の理解・見方を

広げ、美術文化を味わう鑑賞の能

力の育成 

〇美術作品の制作活動と鑑賞を通して、美術文化への興味・関心を高めるとともに、

 形や色彩、材料、光などの性質や作者の感情、作品の内容を読み取り、鑑賞の能力

 を高める。                                          ④ 
Ｂ 
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№４ 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題 

保健体育 ○言語活動の充実 ◯感染予防に努めつつ、生徒同士が協力し、教え合いながら各種の運動やスポーツを

積極的に行えるように助言する。                     ④ 

◯学習カードを効果的に活用し、対話のある活動について工夫する。       ④ 

Ｂ 

Ｂ 

（感染症予防対策の継続を前提とし） 

〇実技（身体活動）の時間確保と学習カー

ドの形式や取り組み方を再考し効果的で

対話的授業の実践を目指す。 

〇ＩＣＴを活用した活動の充実を図る。 

〇体育理論を体力の向上へ活かせるよう効

果的行う。 

○各種の運動を通して、自ら体力を

高める授業の展開 

◯体力テストの結果から自己分析を行い､各年次・発達段階や性差､個人差を踏まえた

主体的に取り組める基礎体力向上のための補強運動や練習方法の指導を行う。 ④ 
Ｂ 

○適切な意思決定を行うための能力

を育てる保健学習の展開 

◯様々な健康問題について、ペアワークやグループ学習を取り入れ、自分のこと 

としてとらえ、適切な意思決定につながる思考力や判断力の向上を図る。   ④ 
Ｂ 

技術 

･家庭 

○学習意欲を喚起する指導計画や題

材の工夫 

〇感染症予防に努め、年間計画の実習等を柔軟に変更できるように対応しながら、各

学習内容を進めていく。また、３観点による評価計画を立てる。       ④ 
Ｂ 

Ｂ 

○「思考・判断・表現」「知識・技能」「主 

体的に学習に取り組む態度」３観点の 

バランスや関連を十分に考慮し、評価計

画を見直す。 

○学習計画を立てる際には、新型コロナ 

ウイルス感染症予防に努めながら、実習

等の計画を立てるが、感染状況に応じて

柔軟に計画を変更することも考える。 

○ＩＣＴ機器の使用方法、情報モラルにつ

いての学習等を他教科と連携しながら積

極的なＩＣＴ機器の活用に努める。 

○基礎基本の定着を目指した指導と

言語活動の充実 

○実践的・体験的な活動を通して習得した知識及び技能が、生活の自立につながるよ

うに活動を組み立てていく。                      ④⑤ 

○ＩＣＴの使用方法だけでなく､情報モラルについての学習も他教科と連携を図りな

がら進めていく。                           ④⑤ 

Ｂ 

○生活や社会とのかかわりを深める

指導の工夫 

○授業の導入や終末で、学んだ技術や知識の生活場面への活用を考える場を設定し、

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせるようにする。  ④ 

○新しい技術の発達や環境とのかかわりに目を向け、持続可能な社会の実現を意識し

た指導計画や題材を工夫する。                      ⑤ 

Ａ 

外国語 

(英語) 

○４技能をバランスよく育成する授

業の工夫 

○授業の導入に、ウォームアップ活動や小テストを行い、４技能のバランスよい活動

ができる帯活動を取り入れる。                      ④ 

○アウトプットを意識したインプットを行うことで、論旨を理解し、自らも論理的に

表現するために必要な思考力の育成を図る。                   ④ 

Ａ 

Ａ 

○基本的な文法を確実に定着し、ライティ

ングやスピーキングなどの表現活動に

つなげていくための指導の流れを確立

していく。また、教科内で共通理解を図

り、この取り組みを全年次で行ってい

く。 

○文章全体の論旨を読み取る力や聞き取

る力に必要な論理的思考力を育てるた

めの授業方法を研究し、指導の流れを確

立する。 

○年次を超えて互見授業を行い、担当年次

以外の指導の流れや使用している教材 t

等について共通理解を図る。さらに、指

導法について意見交換を行い、授業の改

善につなげていく。 

○表現力の育成 ○英語でのディベート実施に向けたスピーキングやライティングの系統的・段階的指

導を体系立てて行うべく、年次間の情報共有に努める。           ④ 

○授業、課題、テストの中での英作文や自己表現作文、パフォーマンステストなど、

表現力の育成につながる題材を取り入れる。                 ④ 

Ａ 

○異文化理解と学習意欲の向上 ○帯活動としての小テストや週末課題等を継続的に実施し、基礎基本の知識、学習内

容の確実な定着と自主学習習慣の確立を図る。                           ④ 

○１年次から５年次まで行われる各語学研修を系統立てて実施し、異文化に積極的に

触れ、理解しようとする態度の育成を図る。                    ④ 

○ミライタッチなどのＩＣＴ機器を活用した授業の研究、実践を行い、生徒の理解と

表現の能力を伸ばす指導法の在り方を検討する。                ④ 

Ａ 

 

 

 



                                                                                【別紙３】 

評価基準 Ａ：十分に達成できた。 Ｂ：概ね達成できた。 Ｃ：やや不十分であった。 Ｄ：達成できなかった。 

 

№５ 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題 

家庭 ○基本的な知識や技術を身に付けさ

せる指導の工夫 

〇感染症予防に努め、年間計画の実習等を柔軟に変更できるように対応しながら、各

学習内容を進めていく。                                                  ④ 

○消費者教育では、専門的な知識を深めるため、ゲストティーチャーによる講演等の

実施を検討する。                           ④⑤ 

Ｂ 

Ｂ 

○新型コロナウイルス感染症予防に努めな

がら、実習等の計画を立てる。 

○消費者教育を充実したものにするため、 

専門家よる講演等を実施するなど、専門

的な知識をより深める工夫を行う。 

○学んだことを実際の生活や社会の中で生か

そうとする力を育てていく。 

○日常生活と社会とのつながりを結

びつける授業の展開 

○現在と未来の自分の立場に立って気持ちを考えさせ、家族や地域との関わりについ

て関心をもたせるなど、学んだことを実際の生活の中で生かすことができる力を育

てる。                                ④⑤ 

Ａ 

情報 ○基本的な知識や情報モラルの習得 

 に向けた指導の工夫 

○情報教育における｢情報を収集する活動｣や｢情報を判断する活動｣、｢インターネッ 

 トの特徴や仕組みを理解する活動｣、｢情報モラルの必要性や情報に対する責任につ 

 いて考える活動｣などを通して、基礎知識や情報モラルの習得を図る。     ④ 

Ｂ 

Ｂ 

〇進化が著しい情報モラルについて、最新

の事例を生徒と共有し、常にアップデー

トしていく必要がある。 

〇次年度においても「＊Σリサーチ」と連

携し、「身近な課題について解決する能

力の育成」を継続していく。 

○情報化社会の諸課題を主体的に解

決し、創造的な能力と実践的な態

度の育成 

○情報化社会の諸問題について、グループで課題を提起し合い、ブレインストーミン 

 グ法などを利用し問題解決を図ることで、より実践的な能力を育成する。   ④ 
Ｂ 

学校設定教科・科目 

総合・ 

＊Σリサーチ 

○課題発見・情報活用能力の育成 
○身のまわりの様々な事象や学術的な研究成果に目を向け、自らの課題テーマを見 

つける。また、それに関連する情報を集め、基礎的知識を身に付ける。    ④ 
Ｂ 

Ｂ 

〇課題設定や課題解決に向けて情報を収集

し活用する能力を養い、探究力の育成を

図る。 

〇課題研究発表や論文作成に必要なＩＣＴ

の活用能力や表現力・発信力の向上を図

る。 

○課題解決能力の育成 
○設定した課題を解決するために、具体的な研究計画を立てることを通して、論理的 

 な思考と手法及び表現力を身に付ける。                  ④ 
Ｂ 

プロジェクト

推進委員会 

○Σソフィア・プロジェクトの推進 ○生徒の実態に即し､Σアカデミア(弛まぬ学ぶ力･自ら学ぶ姿勢の育成)､Σコミュニ

ケーション(発信力・コミュニケーション能力の育成)､Σサイエンス(科学的思考力

の育成)等の系統立てた活動及び様々な体験活動を通して､Σソフィア・プロジェク

ト(探究活動)(創造･探究･行動力の育成)のより一層の充実を図る。    ①④⑧⑨⑪⑫ 

Ａ Ａ 

○生徒の育成すべき資質・能力を明確に

し、「育てたい生徒像」へより一層近づ

くよう、さらなる創意工夫を重ね、各事

業の系統性を図る。 

教務部 ○自主的・主体的な学習、探究的な

学習の確立 

○アクティブ・ラーニング型の授業やＩＣＴを活用した授業のより効果的な手法の研 

 究と実践、及び少人数指導やティーム・ティーチングなど生徒の実態や授業内容に 

 応じた授業形態の工夫により、よりきめ細かな学習指導の充実を図り、個に応じた 

 支援を図る。                              ①④ 

○先取り学習や深化発展型学習、体験的・問題解決的な学習の導入を促す。    ①④ 

Ｂ 

Ｂ 

○後期課程における新学習指導要領の実施

に伴い、評価方法についての共通理解や

教科横断的な学習の工夫を図る。 

○ＩＣＴの活用をさらに発展させ、探究的な学

習活動の実践に向けて、教科内研修等の

充実を図る。 

○生徒による学校案内や学校紹介動画の作

成を継続し、広報活動の充実を図る。 

○広報活動の充実 ○学校案内等の作成・配付による学校紹介の充実を図る。                   ② 

○各種たよりやホームページ等を通して、教育活動を積極的に情報発信する。   ② 

○感染症の状況を的確に判断し、学校説明会や学校公開等の実施を図る。     ③ 

Ａ 

 

 

 

 



                                                                                【別紙３】 

評価基準 Ａ：十分に達成できた。 Ｂ：概ね達成できた。 Ｃ：やや不十分であった。 Ｄ：達成できなかった。 

 

№６ 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題 

生徒指導部 ○基本的生活習慣の確立 ○挨拶や礼儀、服装、遅刻指導等を日常的に実施し、規律ある生活態度を養う。 ⑤ Ｂ 

Ｂ 

〇ホームルームや集会、学校行事等において

基本的生活習慣の重要性を理解させる。 

〇いじめ（不登校を含む）防止対策委員会等

を定期的・臨時的に行う。 

〇日常の注意喚起を頻繁に行い、交通規範

意識や情報モラルの徹底を図る。 

〇生徒の不登校等において早期発見や初期

対応を組織的に行う。 

○生徒指導体制の確立 ○定期的な情報交換の場を設けることにより、教員間の共通理解・情報の共有化を図

り、いじめ防止対策等組織的な生徒指導体制を確立する。               ⑤⑥ 
Ａ 

○交通安全教育、ケータイ・スマホマ

ナー教育の充実 

○交通安全の啓発を図り、交通事故防止に努め、生徒の交通規範意識を高める。 ⑤ 

○携帯電話やインターネットの正しい利用法とネット犯罪からの自己防衛の思索を

促す。                                 ⑤ 

Ｂ 

○教育相談体制の充実 ○生徒と教員間、教員と保護者間の信頼関係を構築するとともに、関係機関・スクー

ルカウンセラーとの連携を密にし、不登校及び問題行動の未然防止に努める。 ⑥ 
Ａ 

進路指導部 ○キャリアプランニング能力の育成 ○生徒が将来への考えを形成し、構想、創造する活動や授業、キャリアワークの実施 

 とその工夫に努める。                        ⑧⑨⑩ 

○学校生活の系統的指導の中で、キャリアプランニング能力の育成に努める。⑧⑨⑩ 

Ａ 

Ｂ 

○進路講演会や体験学習において、生徒の  

 将来に向けての意識付けを引き続き行う。 

○オンラインも含め、オープンキャンパスや大

学説明会などへの積極的参加を促す。 

○外部模試や適性検査を行う中で、客観的

に自己の能力と適性を分析し、引き続き今

後の学習や生活に活かす指導をする。 

○次年度以降も、先生方や生徒の高大接続

プログラム等への積極的参加を促す。 

○課題発見・課題解決能力の伸長 ○基礎的・汎用的能力の育成のため、見通しをもった体験・経験の蓄積を促す。      ①④ 

○外部模試や各種検査、体験学習等の中で、課題を発見し解決する能力の伸長を促 

す。                                ①④⑨ 

Ｂ 

○系統的キャリア教育の実施と支援

体制の確立 

○外部模試や各種テストのより広い視点からの結果分析を行い、生徒の実態や課題を 

 把握し次への指導につなげる。                       ④ 

○生徒個々の進路希望や学習状況を把握し、面談等の指導に生かす。    ⑥⑧⑨ 

Ｂ 

保健厚生部 ○学校環境衛生の維持向上 ◯感染予防対策（体調管理チェック・施設設備の消毒・三密回避など）を継続し、安

全な学校環境の保持に努める。                      ⑦ 

◯各種定期健康診断や日常の健康観察や健康相談により、心身の健康問題を有する生 

徒の早期発見と事後指導による改善に努める。              ⑤⑥⑦ 

◯学校環境衛生の検査や管理を適切に行い、維持改善を図る。         ⑦ 

Ａ 

Ａ 

〇心に健康問題を抱える生徒が増える中、感

染症対策と学校生活・学習活動等のバラン

スを取り、心身の健康保持増進を図る。 

〇安全点検を計画通り実施し、改善を図る。 

〇実践的な危機管理能力の育成を図るため、

より緊張感をもった避難訓練の実施を目指

す。 

○学校安全管理の維持向上 ◯生徒の発達段階に応じた安全対策・安全教育を計画的に行い、危機管理・安全能力 

 の育成を図る。                             ⑦ 

◯安全点検などを計画的に行い改善を図る。                 ⑦ 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                                【別紙３】 

評価基準 Ａ：十分に達成できた。 Ｂ：概ね達成できた。 Ｃ：やや不十分であった。 Ｄ：達成できなかった。 

 

№７ 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題 

特別活動部 ○学校行事の目標を実現するための

指導の充実 

○生徒会、実行委員会、ホームルーム委員長を各種行事の企画・運営の中心とし、 

生徒の自主的・自発的な活動を促す。                   ④ 

○年次単位の行事も含め、各種行事を通して人間性や社会性の育成を図る。  ④⑤ 

Ａ 

Ｂ 

〇昨年同様に、新型コロナウイルス感染症

予防に十分努めながら、生徒の主体的な

活動の場である各行事や生徒会・委員会

活動、部活動を工夫して実施する。 

〇縮小して行った行事等については、でき

るだけ以前の形式で近い形で行えるよう

にする。 

〇キャリア・パスポートやスコラ手帳を活

用し、キャリア教育の充実を図る。 

○よりよい人間関係を築く力、道徳

的実践の指導の充実 

○人間性や社会性の育成を図るために、感染症対策を考慮し、地域や各機関と連携し

て自然体験活動や社会奉仕体験活動等の計画を行う。           ④⑧⑨ 
Ｂ 

○豊かな人間性、社会性を身に付け

るための集団活動の充実 

○豊かな人間性や社会性を育むために、生徒会活動、部活動、委員会及び係活動の活

発な活動を支援する。                                      ④⑤ 

○各教科と連携しながら文化的体験活動等の積極的な推進を図る。          ④⑤ 

Ｂ 

○効果的なキャリア教育の実現 ○生徒や地域の実態にあわせてキャリア・パスポートを作成し、活用を促すことに 

よって効果的なキャリア教育を行う。                                  ⑧⑨⑩ 
Ｂ 

渉外部 ○ＰＴＡ組織のあり方の検討 ○各年次後援会等とも連絡を取りつつ、ＰＴＡ総会、本部役員会、専門委員会等で今

後の課題・展望について意見を集約し、ＰＴＡ活動の活性化を図る。        ② 
Ｂ 

Ｂ 

〇新型コロナウイルス感染症対策につい

てＰＴＡとして生徒の学校生活の安全

をサポートできる協力方法の検討を進

める。 

○専門委員会活動の活性化 ○事業推進・危機管理・研修・広報・教育支援の各委員会活動を活性化させ、学校行

事での協力、ＨＰでの広報活動、保護者向け研修活動などの充実を図る。  ②③ 
Ｂ 

図書部 ○図書館利用の促進 ○バランスのとれた図書資料の拡充に努め、「読書センター」としての機能を充実さ 

 せる。リクエストカードの利用等を通して、教職員や生徒の希望に応える。  ① 

○各種行事への参加・啓発を通して、積極的な図書館の利用を促す。      ① 

○小論文指導・探求活動など、生徒の学習支援に資する図書資料の整備を図ることで 

 「学習・情報センター」としての機能を目指す。              ① 

Ｂ 

Ｂ 

〇社会科学及び自然科学分野の蔵書割合は

現状を維持することができた。次年度も

教科との連携を通して、同分野での資料

拡充に努める。 

〇図書委員会の活動に活性化が見られた。

次年度も更に積極的な活動ができるよう

支援する。 

○図書委員会の活動の活性化 

 

○広報活動（図書館だより、図書館報）、図書館内の環境整備、図書委員会主催の行 

 事を通して、委員会の積極的な活動を支援する。              ① 
Ｂ 

情報管理部 ○情報管理に係る全体計画と各種デ 

 ータの管理 

○校務支援システムの１年間の手順を作成する。構内ネットワークのセキュリテイの 

 保全を行い、職員に対し対策研修を行う。                ④⑪ 
Ａ 

Ｂ 

〇後期課程の新課程開始に伴い、校務支援

システムに関する研修を行う。 

〇ＩＣＴ機器の台帳作成や整備作業を引き

続き行う。 

〇次年度から、ICT の活用についてどの教

科でも幅広く活用できるように、研究会

を設置したい。 

○ＩＣＴ環境整備とコンピュータ教 

 室の管理 

○ＩＣＴ機器の台帳を整備し、授業での活用に向けて周辺機器の整備を行う。  ④ 

○コンピュータ教室の定期メンテナンスを行う。              ①④ 
Ｂ 

○ＩＣＴ機器を活用した授業研究と 

 情報モラルの確立 

○ＩＣＴを活用した授業の実践例を収集・整備するとともに、ＩＣＴの活用に伴う使 

 用上のモラルなどの啓発活動に努める。                 ①④ 
Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                                【別紙３】 

評価基準 Ａ：十分に達成できた。 Ｂ：概ね達成できた。 Ｃ：やや不十分であった。 Ｄ：達成できなかった。 

 

                                                                                                                                                               №８ 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題 

事務 ○予算の効率的な執行を図る 

 

 

〇関係規則等を遵守した事務処理を行う。              ①③④⑦⑨ 

〇予算を計画的に執行する。                    ①③④⑦⑨ 

〇全職員で節電・節水等についての共通理解を図る。             ⑦ 

Ｂ 

Ｂ 

〇生徒にとってより豊かな教育環境となる

ような計画的、効率的な予算執行に努め

る。 

〇施設整備の定期的な点検により、危険箇

所の早期発見・早期修繕を行う。 

〇「学校の顔」であるという自覚を持ち、

適切な来客等対応を行う。 

○教育環境の整備を図る 

 

〇地震や台風等の際に施設設備点検を実施する。               ⑦ 

〇施設設備等危険箇所の早期発見・早期対応を図る。             ⑦ 

〇感染予防の環境整備に努める。                      ⑦ 

Ｂ 

○窓口業務・電話の応対等の適切な

接遇態度を心がける 

〇窓口での来校者対応、電話対応を適切に努める。              ⑦ 

〇不審者対策に努める。                          ⑦ 
Ｂ 

第１年次 ○基礎的な生活習慣の確立と自主的

・自立的な態度の育成 

○あいさつや時間遵守、礼儀やマナーについて、年次集会やホームルーム等で適時指

導を行い、本校生としての基礎的な生活習慣の定着を図る。         ⑤ 

○ホームルーム委員や各委員、係活動を充実させるとともに、生徒が主体的に取り組

めるような行事を企画し、自主的・自立的な態度を育成する。        ⑤ 

Ｂ 

Ｂ 

○行事の企画や進行に加え、ＨＲ正副委員

長が、月・週の目標を考えて、ホワイト

ボードに記入し、意識づけを行った。普

段から、生徒自身が主体的に活動できる

工夫を行っていく必要がある。 

○面談だけではなく、オンラインでのアン

ケートも実施し、生徒理解を図った。ホ

ームワークに取り組むのが苦手な生徒が

おり、継続的な声かけや指導が必要であ

る。 

○視野を広くもち、夢や目標の実現 

に向けて努力する態度の育成 

○授業に真剣に取り組ませるとともに、生徒の実態に合ったホームワークの内容を確

立し、学習習慣の定着を図る。                      ⑤ 

○個別指導や面談を定期的に実施し、生徒が安心して生活し、目標に向かって努力す

ることのできる環境づくりに努める。                   ⑥ 

○Σソフィア・プロジェクトの実践や進路学習等を通して、高い目標をもたせ、全力

で努力する態度を育成する。                    ①⑧⑨⑩ 

Ｂ 

第２年次 ○確かな学力と、より高い適応能力

の育成 

○学習に関する個別相談や学習支援等を行い、学習意欲の向上に努める。    ④ 

○家庭学習の定着を図るため、ホームワークの内容や目的を明確に示すとともに、教

科間におけるバランスや提出日等の調整を行う。              ④ 

○国内語学研修や研究所訪問、各教科の学習を通して、様々な分野への関心を高める

とともに、他者との関わりの中で社会に適応できる力（コミュニケーション能力・

創造力・表現力等）を培う。                       ④ 

Ｂ 

Ｂ 

○学習意欲の向上については、今後も生徒

に対する働きかけの工夫が必要である。

具体的な目標設定と到達度の検証・把握

ができるような方策を生み出していく。 

○学級活動や年次活動の時間確保が課題で

ある。生徒の主体的な活動を充実させる

ために、活動時間を確保し、各学級の委

員長・副委員長・各委員会活動を充実さ

せる必要がある。 

○Σソフィア・プロジェクト委員会と年次

担当との連携が課題である。各活動に向

けての事前準備・事前指導を行う時間の

確保と、指導する教員の研修等の設定が

必要である。 

○自主的、自立的に行動する態度の

育成 

○学級活動や年次活動において、生徒一人一人が役割を認識し、自ら判断し行動する

態度を育成する。                            ⑤ 

○年次行事や１年次との交流会など、生徒による主体的な行事の企画・運営を推進し、

企画力や実行力を培う。                         ⑤ 

Ｂ 

○夢や目標の実現に向けて努力をす

る態度の育成 

○Σソフィア・プロジェクトの実践を通して、様々な分野への探究心を高め、課題解

決に向けての支援に努める。                       ⑧ 

○キャリア教育を充実させ、将来の夢や目標を常に意識した学習への取り組みができ

るよう支援する。                           ⑨⑩ 

Ｂ 

 



                                                                                【別紙３】 

評価基準 Ａ：十分に達成できた。 Ｂ：概ね達成できた。 Ｃ：やや不十分であった。 Ｄ：達成できなかった。 

 

   №９ 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題 

第３年次 ○学力の向上と、豊かな人間力の育

成 

○前期課程としての基礎学力の定着のために「バーチャル高校受験生」を合い言葉に

年間を通した計画的な学習指導により、学力の向上を図る。           ④ 

○Σソフィア・プロジェクト関連行事を通して、社会に適応できる力（コミュニケー

ション能力、創造力、実行力、発信力等）、豊かな人間性を育む。       ⑤ 

Ｂ 

Ｂ 

○「バーチャル高校入試」に向けた学習指導

や家庭における自主学習の定着を実践し

た。引き続き、基礎学力定着のための取り

組みを行う必要がある。 

○課題探究活動や語学研修などで実践、経

験したことを次年度のΣソフィア・プロジェク

ト行事で改善、発展させていく。 

○日々の教育活動や後期課程説明会等で後

期課程生となる心構えをもたせた。今後、さ

らに進路選択への意識を高め、個々の目標

が設定できるよう支援していく。 

○自主的、自立的に行動する態度の

育成 

○後期課程への移行を見据え、様々な場面で、自ら判断し自ら行動することを意識で

きるように支援する。                            ⑤ 

○生徒会や委員会において、他年次と協力し合いながら、主体的な活動や、行事等の

企画・運営を推進する。                         ⑤ 

Ｂ 

○後期課程に向けた進路選択の準

備と目標の設定 

○筑波大学、茨城県立医療大学の訪問や、職業や大学、学部の適正検査を用いて、進

路選択への意識の高揚を図る。                      ⑧ 

○Σソフィア・プロジェクトの実践を通して、様々な分野への探究心を高め、後期課

程に向けての目標設定の支援に努める。                ①⑧⑨⑩ 

Ｂ 

第４年次 ○確かな学力と、豊かな人間力の育

成 

○普段の授業を大切にして、学習に積極的に取り組むとともに、各種テストの分析 

 を行い、個別指導の充実を図る。                      ④ 

○学校生活の中で、社会に適応できる力や責任ある行動をとり、後期生としての自  

 覚（自律・自立・責任）を意識できるように努める。                    ⑤ 

Ｂ 

Ｂ 

○毎日の授業や土曜講座・模擬試験の復習

朝の小テストなどを通して、学習意欲の

向上を図った。中下位層の底上げにさら

なる工夫が必要である。 

○後期生としての自覚を促すため、早い時

期に年次集会や進路行事を実施すべきで

ある。 

○課題研究や進路講演会などを通して、進

路選択への意識を高めることができた

が、進路の話については、講演会・年次

・学級で細かい計画を年度初めに立てて

いくことが必要である。 

○自主的、自立的に行動する態度の

育成 

○学校生活・社会生活のあらゆる場面で、自ら判断し自ら行動することを意識でき 

 るように支援する。                            ⑤ 

○学校・学級の一員であることを意識し、生徒による主体的な活動や、様々な学校 

 行事の企画・運営を推進する。                      ⑤ 

Ｂ 

○具体的な進路選択の準備と、後期

課程における目標の設定 

○進路講演会や、後期課程での課題研究・体験学習を行うことにより、進路選択へ 

 の意識を高め、文型・理型の選択に生かす。                ⑧⑩ 

○Σソフィア・プロジェクトの実践を通して、様々な分野への探究心を高め、将来 

 や進路における目標設定の支援に努める。                 ①⑧⑨⑩ 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                                【別紙３】 

評価基準 Ａ：十分に達成できた。 Ｂ：概ね達成できた。 Ｃ：やや不十分であった。 Ｄ：達成できなかった。 

 

№10 

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度(学期)への主な課題 

第５年次 ○学力の向上と、発展的な学習姿勢

の確立 

○授業の質を高め、生徒自らが主体的に学習に取り組む姿勢を育むとともに、特に英

・数における習熟度授業での成果を上げる。また、各種テストの分析を図り、学力

向上に努める。                              ①④ 

○校外模試や大学の公開講座等を積極的に受講させ、校内では体験できない事柄に積

極的に参加させることで、教科にとらわれない学力の向上を目指す。     ⑤⑩ 

○修学旅行では、現地での自主的な学びを促進する態度の育成に努める。        ④ 

Ｂ 

Ｂ 

○コロナ禍で体育祭や修学旅行が中止とな

り、精神的な達成感や充足感が得られな

いまま受験期を迎えることに、不満や不

安を抱えている生徒がみられる。今後代

替行事を計画・実施し、受験に向かう意

識付けをしていく必要がある。 

○18 歳成人への移行に合わせて、成人とし

ての意識をもたせるとともに、困難な状

況に対して、自ら課題解決する力の育成

が求められる。 

○大学入試改革の情報や動向をいち早くつ

かみ、生徒と共有するとともに、個別面

談などを通して、生徒が自分自身で目標

の実現に向けて努力するための方策を工

夫していく。 

○豊かな人間性と積極的に行動す

る態度の育成 

○様々な学校行事を通して、６年次と共に学校全体を牽引する態度を育てる。   

○委員会・部活動においても、学校のリーダーとして積極的に行動できるようにする。 

                                      ⑤ 

○個人研究を通して、課題解決の方策を提言する発想力やプレゼンテーション能力の

育成を図り、これからの社会人に必要な「生きる力」を身に付ける。      ⑧⑨ 

Ｂ 

○具体的な進路選択の準備と、目標

の設定 

○面談を通して、生徒が自分自身の力を把握し、目標を実現するための方法を考えさ

せるようにする。                            ⑧⑨ 

○課せられた課題等を克服する手段を構築できるようにする。          ⑨ 

○オープンキャンパス等への参加を積極的に行い、進路目標の設定を行う。    ⑧ 

Ｂ 

第６年次 ○学力の向上と、探求的な学習姿勢

の確立 

○学習習熟度に配慮した授業や課題を工夫し、学習に積極的に取り組む姿勢を育むと

ともに、校内及び外部模試の分析と個別指導を実施し、学力向上に努める。  ④ 

○自身の進路希望と併せ、探究的な学習を奨励し、生徒がより自主的・主体的に取り

組む学習環境、及び思考力・判断力・表現力の育成を重視した学習環境の整備を行

う。                                   ④ 

Ｂ 

Ｂ 

〇学習面では、上位層と下位層に対する指

導の工夫がより一層必要になってきてい

る。多くの生徒に受動的で指示待ちの姿

勢があり、自ら学習課題を見出し計画的

に取り組む意欲的な態度の育成が求めら

れる。特に、夏季休業の延長で、その差

がみられた。 

〇コロナ禍において、文化祭等、感染症対

策に配慮しながら工夫して実施できたこ

とが良かった。学校全体に関わるような

行事については、企画・運営等が生徒・

教員間で引き継いでいけるような配慮が

必要である。 

○豊かな人間性と自主的・自立的に

行動する態度の育成 

○学校行事等のプロジェクトで中心的な立場となり、同時に下級生への指導もできる

人材を育て、社会に適応できる力（コミュニケーション能力、創造力、社会性、実

行力、発信力等）を育む。                                        ⑤ 

Ｂ 

○先を見通した具体的な進路選択

の準備と、結実期における目標の

設定 

○面談を積極的に行い、進路に関する多様な体験活動や探究活動を進め、将来を見据

えたキャリアプランニング能力の育成を図る。                ⑧ 

○Σソフィア・プロジェクトの実践を通して、様々な分野への探究心を高め、最終年

次における進路実現への支援に努める。                 ①⑧⑨⑩ 

Ｂ 

 


